
３月２４日「修了式・離任式」 

一年間の感謝を込めて 

春の光が暖かく感じられ、校庭の蕾も膨らみ始めた今日、令和７年度の修了式、そして離任式を迎え

ました。 

振り返れば一年前。新しい教科書を抱え、少し大きめの制服や帽子に身を包んだ子供たちの姿が昨日

のことのように思い出されます。それから今日までの日々、教室には毎日たくさんの笑い声が響き、

時には真剣に悩み、共に高め合う子供たちの瑞々しいエネルギーが溢れていました。 

保護者の皆様には、この一年間、多大なるご理解と温かいご支援を賜りましたこと、心より厚く御礼

申し上げます。皆様の支えがあったからこそ、子供たちは安心して学校生活を送り、自分らしい「成長

の花」を咲かせることができました。 

今回の記事では、離任式での子供と先生との別れの場面をお届けします。 

修了式に続き、「離任式」を執り行いました。 これまで本校の教育活動を支え、子供たちと共に歩んで

きた教職員との別れの日です。 

体育館に流れる空気は、どこか名残惜しさに包まれていました。離任する教職員一人ひとりから贈ら

れる「最後のアドバイス」を、子供たちは一言も聞き漏らさないよう、真剣な眼差しで受け止めていま

した。 

式の終盤、花束贈呈や見送りの場面では、こらえきれずに涙を浮かべる子の姿も。しかし、最後には

「今までありがとうございました！」「新しい学校でも頑張ってください！」と、精一杯の笑顔で感謝を

伝える子供たちの姿がありました。 

先生たちと交わした握手や、最後にもらった温かい言葉。 別れは寂しいものですが、出会えた縁は

消えることはありません。先生方から教わったことを胸に、子供たちは一歩、また一歩と、新しい学年

という未来へ向けて歩み出します。 

保護者の皆様におかれましても、離任する教職員へこれまで寄せられた温かなご厚情に、深く感謝

申し上げます。 



 







 

 



 

 

 

 



 

 



















 

 


